
匹i I盗寺跡の発」Jiil ,v,'J 1i: 

平城宮跡発繍調査部

jly隆寺は，称徳天皇御胤の s，としてfllli護J;u;1,,.1111にが以点1条2 J)j 9 ・10・15・16のJ;，ドに

造計された。しかし，y:'.ti.: llli'( ＼；：に入りしだいに以j且して1!.!i大寺にm倣さJ L，、jl.'.J久：：；；！く頃までに伽

慌j也は印刷と化し此廃している。伽 ＼¥.i配位については，1Jy大.＇HI：古般地図にみえ， 4 つの上I<

の1 I 1火・に「企堂J, 10のJ:fに「JJ.U. 10のJ:fと15の上，，との， 1,i::1に「耐火｜ ” l」がWiかれている。

この配置のよ＇£ft）についてはなお倹汁すべき川題もあるが，調子tあり民よりみてほぼ;t（りのない

ものと考えられる。

;;.'J＇岐にあたる近畿l l本鉄道1Jy大寺駅北仁l 川辺は，近lllj：ショ γ ピング七ンタ ー や銀行の進Ill

が相次ぎ，IJfl先による般rJむか；�1.ilifこ．おこなわれつつある。平以山跡発」｝，1！調子l:i�l(:t, 197111三位

におこなわれた点！ ”i跡の調布にひき就き ， イメイHえ－も京良県教1t-i?ll会の要請をうけJ.｛＼：跡，金

主断、の先抗l山l,',j抗をおこなった。

3*＼：跡の訓11:は1971壬1 ・· 7) J 7 11から 7)) 291 1まで実絡し 6.3 a七fな吹跡（i 1971iJ 己l2J-J 1011 

から1972イド 2) J 1911にわたり，12 aについて先制をおこなった。

塔跡 J），＼：跡S 8050は先4},1!1)(1 j.1火凶’ゐ〈りにあり， J占j代抗I！り込みj也J佐が検ii＼できた。抗tiり

込みj也;t ，ム 一辺約 6 mのほぼ）j形で，IY」iL.1と.Itillに（11＇（かな’1Wl＼しがある。採さは現状で約

0.7m, Ji、n加には砂· HiJ二・花n· ・ノにni�の僚などを出えてb'iみ上げた数Wiがみられた。 以Jfi

化紛｜！は全く伐｛（していなL、。

i芥跡のTfj約7 mの位iWニ制約0.7mのよll1Jy 1,1·; S D 062がある。桝の！Yiには，部分（l'-Hニh'O:k..色

料白｜二の ，：
＇
：jまりがあり，このi,l'jを北1,j,j／；制，l'jcとする点1Jy築地の ｛（イピも)5·えられる。

ill物S B 0401 ;t, J）.＇；：跡の北にあり，付if j· 4 1111以七 後r i' 3 HH以」：の

バi凶�，！！で，南1fliにJtli制した辿物である。この辿物は応よりも古い こ

i:iDI刈 J.M�かj立｜持ソJil[IJl::<J

とが釘｜らJ Lた。

先制，）（：， ，.，火点端にある井戸S E060は，Kil'IJf手の抗1！りかたで泌さ2 .4 

mある。）j:戸仲LJ:. .itE阪2 f:ll:おlで 4段のhVi桟で支えられている。;Jj:Ji JJサ

；%から奈良時代初JUIの航胤が111土している。f川出1x1係から扶t!S，：村：.ill物

と｜白J-ll!i'JりJであゐう。乙のJl:fiの11tJにl'IJf�抗tiりかたをもっ井戸がある。

泌さ約1 mをはかり，氏品，，，，火に�t#iを組んだJI：戸仲が成っていた。

先制｜メ：：｜ヒ阿部に 2�食のi1Ytがある。蛇行する11YiS 0044には， 少l、生式

l:il:i, i!，・J-Jtll�dl:: 1-.Miil:i. Nt:斬1iJi· Z° f
l
':う。処の子に1111がる（1ヰS 0045は，

tiiiれの術ι切り込まJL, ）じに-;t-,1Jtll!i'(にの1,1·，である。

J）.＇；；跡の抗tiり込みj也':t：にJOUして， ＇ ， l、ニ｜：蛾3 ；／ι 新しし 、 土級l l，むがあ

る。先制｜式：雨
、
j：.の打叩JJ�.:Iニ抜からは，古Jft11!r代の土印Ii；誌がII\七した。

山I· . .1立物には，二｜二日位以の他に九lj.仏・！ii【ィi·h，があるo 1llF丸j,{,(i17)\ 

- 45 一



ぷ良国立コえー化JU研究所年.w

あり61 27�［�式が多く， 』H平］［，

はl 点も山土していなし、。

金堂跡 調査によって検

一掘立柱建物5椀i，井戸4悲，

f,lj. 5条， 道路1条， 池などが

ある。 西隆寺金堂S BlOOは，

j末土直下に認められ， 後｜止の

削平で自主国土を5たっ てい た

Zl'; 2図 金堂跡j立構尖iJ!IJ l羽 が， 凝灰岩石芦ljおよび糾状の

抜きとりiJ追跡ーからf:IJ:illllJyの法出規肢を知ることができた。 この凝灰岩石列は＇ �J;出来Iね
・
l�J.\と

凶辺miに比較的良く主主っており， 11同0.6m, rtさO.lmの滞状侃りかたの，－ 1－·に肘えられてい

た。 焼以岩石列は， 一石のjをさ97cm， 帆27cm1)1j後をはかり，；／J;凶j也極右と考えられる。 企�t

；／；�J-t;汎 I， 京四38.15m (127尺） , TY4-lt23.60m (79尺） をはかる。 正1(1iに1p11i15.9m， 背1(1iに1);,\

7.6111の｜階段がつき階段のlHは共にl.5mである。 なお京1!..liOt1J1fJiの階段のイヲ！日〔については｛化出

できなかった。 法出2結成に｜探して抗Iiり込みJ也決はおこなわれていなし、。 基J丘外ブjには， 別＠i

な1・日結構Lt認められず， バ ラスやJUJxffliがj）ムがっていた。 金堂ill物については， 階段m悦や

弘出劇院などから 7 IHJ×4 IMJの辿物で，lfr'fi·31 .5 m (105尺）， 柴行16.Sm (56尺）と1U!Jttでき

ょう。

；限定， 中l”J, J11J廊を検Illすべく， トレンチを3 か所設;.Eした。 講＇.£！，： I、 レンチ： ：！：， 金 ’；；tオtfJllJ

24mの位世に設定したが泣桃 は認められず， 誹立は吏に北方の民家の下に平f直之I..:する ようであ

る。 中！”j卜レンチ は， 金主南OllJ30111の位置に設定した。 トレンチ南端部で径l.7m， 深さ0. 4

mの桁円形掘りかたを検出したが， 中門を示す顕苫： t.r.迫Wt はみられなかったの 問Jl!iiトレンチ

は金主東ノ＇.i22mまでや11ばしたが， 巨lli'!Bは認められず， 大小のピットを検II：し たにとどまっ

た。 このうちトレンチ中央北端の径4.5mの土扱S K070には， J.［，が多数投奈されていた。

fliil監さずl'金堂の下には，j告日以ilii～奈良時代前半のj立構が多数千f：在する。 辿桃に は， 道路，

i1背， 掘立れ建物， チ｜二戸， 池などがある。

fc抗iilf�:i I 19とには凶側を'(II｛：：で、j)()hjされた1vdtにノ在るJLi路S X 105がある。路1(1j申；，＼（上5 m ··_!,Ji 

fill］に耐凶9111 ( S D 095 A), 1llj OlllにO.?m (S DllOA）の側榔をもっ。 後に似l 桝は必（ll1J2.5m

( S D095 B), 1Jlj (l!IJ3. Om ( S DllO B）に耐をj広げている。

道路の東西を回する築地の痕跡は検IL:できず， その位！u＇.には井戸や主主火がみられた。

この道路の中iJqJi線は， 間隆寺金2在中前！制と一致し， i温

;;( 1条2坊1 0坪と15上Fの1::1をj叫る小『おとヨ杉えることはできる。 しβ‘し｛山ゴjにl主このH主A.：に子i 
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k的な巧えプjもある。 道路の I I 111f1hKJitと 、11·城山朱雀門，if日h紛！との別清！』は939.6 5

m (3100 .845現尺）をはかり ，小路と考えると，朱雀l"Iからの:11!'.i.EWl 1自If:は3140

尺となる。 したがって， 治活尺は111 1尺1パに対して0. 98753）てとなって，

これは通 ’'li1•考える造也・尺よりも大きく， 一概に検II＼した道路を小路とがとす

ることはできないとする考－え方である。 今この辺路が小路なのか有かにつ

いては辿ltJiでーきず吏に今後の検，i、Iが必要で・ある。

建物は5倒｛ありすべて掘立れill物である。 道路の東側にはjj ：戸型産と思

われる1 1:u×1 i:\I (Vim×2.4 m）の建物 S 8085 とその北）jに21:\Ix 1 IHI 

(5.lm×3.0 m) .ill物ブj 1;,Jが真北に対し刊に振れたill物S 81 50がある。 ま

た道路の1lli O!IJには 3相Uの辿物がある。 j此も南の京PYtWSB 120 が大きく，

21::1×4 WI (5.1111×8.4111）の規肢をもっ。 この .ill物の 北には， 2 ！：＼］×3 

11\I (3 .9m×4. 5m）の京i&m!SB 125があり， ネi：穴の •F:rUから1)[j者よりも �r

しいことが女IIられた。j草間凶（Jlll併がj副長されるに伴って脱棋を小さくして

土llてかえられたものであろう。 この建物の北fllllにはill物）jl旬を真北に刈し
�n ，刈 木 jflj

(I : 2) 

京に振った211\lx 31:\I (1.sm×3.9m）の.ill物SB 135がある。 その他， 大小の火が畑、数にイ（

花しfιが， ill物にはまとまらなかった。

発侃｜ヌ.，1，火にほぼ米両に－yljにならんで·4立のJITiを検II＼した。l1lも京にあるJl:1 i S £07 

5は ，il!JJi·f.-F
・
にあるため抗Iiりかた上町iを検川したにとど まり，他の 3 ),t;を令：抑した。 米のJI··戸

S E080は，任2. 8111の川形抗Jlりかたをもら，｜付;:;-i；に償制lのJl:J"i仲2 J交が残っていた。遺物は本

n1f 1 ,1,'.i:とごし烈・オく総がll\-Lした。オミ1ffiなど のi立4勿からみてi141:1王子I＇；告何ll�i＇ーにl1ilめらj Lたもので

ある。，1，火のチ｜：戸S £090は，すでに枠木を抜き取られ，抜き火から｜二日誌 ・ 木保がll \ I二した。

天王｜ιゴr-1:nに北Hめられたものである。 凶の;JI：戸S E 130は， 一辺2.2111のl�J!J丸ブj形の抗日りかたで

泌さ2 111あるo チI：戸枠は横おlで6段分が残り， 作＋！ii
ー
のおlみ力は仕口を粍吹きにした特訳．なも

のである。17-HHIからは�（恐慌大型や井戸のつるベに） fl l 、 た二u：町！日待望Eなどが11\:1ょした。 こ れら

から埋められたiiJi,JVJは天王V·末年頃と推定できる。この:II二戸の水は，jJr.j)jにある池に流れこむ。

池S Gl40は，南北9m，東1&3.5111以上， 深さ0. 3111あって， 岡
、
｜モllllは先侃｜天外にJ仏がるo

i也の水は， 池京1有Fil；からw』を通り小路凶fllil併に流，／LIL\る。i,Yfと京1JYl'見U.li物とはE肢があり，

i,l't-のプjが%Jrしし、。

i立物には， 本flli・1‘L ・ 卜日日・本山がある。 木ifi'i ( .t' 1点のみで「yi'{t lfl; ，＇’ l f.Jr\仁二 Jと読

める。•F.U山よ52点ある 0 1 li.FJLJ.i.:U. l 7/i.あって6235形式が多く， 1lil： ヂ）-L( .t33点で6 761, 6 775Jf* 

式が多L、O l、ず)L も奈以ll!j,代後 、
I
＇
：の］｛， である。 他に鬼］.（，が2 ／.�ある0 ・ ！日；＋は発侃lズ全域から

出土するが，Wtにft'{;, ;)j:pからのIIヒ｜二が多し、。ll�i'JDI的にはl山
・
隆寺）J.i引’以1][jの奈氏il�i'代前半の

土保が多く， 凶｜箆寺以降のものは少なL、。 木慌には附， i'lllりかけ（恋fl!＼）なとが:JI二戸内部か

ら川ニ｜：している O (11!1ニ；f!J Jii.,J IJfJ JIJ、がある。 (,'.I.＼附jl'()
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